
　写真は、今月号に掲載した写真
の拡大写真です。何ページの何の
写真でしょう？
　正解者の中から、抽選で5名に
記念品を差し上げます。郵便はがきに、住所、氏名、
電話番号、クイズの答え、感想を記入して広報課宛

（住所は裏表紙に記載）にお送りいただ
くか、右の二次元コードから応募してく
ださい。　　　　　　締切り9月30日㈯

8月号の答え
　11ページ・「もぐもぐsaya
ma」の「鶏肉とオクラの梅肉和
え」の写真でした。

C ontents
今月の表紙

目次

今月の写真クイズ
分かるかな？

目で見る「さやま」

交通事故・振り込め詐欺件数（狭山警察署）
※1月1日〜8月15日の累計（狭山市分）

人口と世帯（市民課）

8月の火災・救急件数（狭山消防署）

※8月1日現在（　）内は前月比

※7月16日〜8月15日の累計

男 74,386人（＋36人） 転入等 526人

女 74,678人（  ＋8人） 転出等 427人

合計 149,064人（＋44人） 出生 76人

世帯 71,959世帯（＋94世帯） 死亡 131人

火災件数 救急出動件数

3件（車両1件、その他2件） 886件（搬送人員770人）

発生数 人身事故 死者 物損事故 振り込め詐欺

2,079件 227件 3人 1,852件 11件

　市内に活動拠点を置き、
狭山市観光協会の観光大
使を務めるエンターテイ
ンメント集団「D

ド リ ー ム

REAM　
W
ワ ン ダ ー

ONDERL
ラ ン ド

AND」。約
80名のメンバーが、本格的なチアダンスを披露して
います。2018年に開催された「世界大学チアリーデ
ィング選手権大会」では日本代表として出場し、チー
ムチアジャズ部門で金メダルを獲得しました。
　9月23日㈯に市民会館で開催する自主公演
「D

ド リ ー

REAM
ム

Ｓ
ス テ ー ジ

ＴAＧE」では、各演目でテーマに沿った
華やかなパフォーマンスが展開されます。世界最高
峰のダンスを鑑賞しに、ぜひご来場くだ
さい。
問合せ　商業観光課へ☎2937-7538

世界トップのチア 合言葉は
「夢で世界は色づいていく」

P3 【特集】認知症と向き合い
変わるわたしたちと、変わらぬ絆

P8 買い物のついでに返そう、その資源

P10 さやまち探訪、もぐもぐsayama

P11 まちの今…これから、市長が走る

P12 情報ガイド

P22 保健センター10月のお知らせ

P23 10月の相談案内

P24 ひと・まち・写真館、みんなの掲示板

P26 さやまの昔ばなし

　今月の表紙は、狭山市認知症地域支
援推進員がオレンジガーデニングプロ
ジェクトに取り組む様子です。
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認知症と向き合い

「あなたの身近にいる大切な人が認知症になったら？」
　高齢化が進む日本社会。厚生労働省によると2025年には65
歳以上の人のうち約5人に1人が認知症になると予想されていま
す。認知症は、記憶や判断力などの認知機能が低下して社会生
活に支障をきたす脳の病気で、年齢を重ねるほど発症する可能
性が高まります。
　9月は世界アルツハイマー月間。この機会に自分の身近な人
が認知症になった時のことを考えてみませんか？

　市内で暮らす猪鼻秀俊さん・伸代さんご夫妻。秀俊さ
んは今から8年前、59歳で若年性アルツハイマー型認知
症を発症しました。取材に伺った際には、発症後に始め
た趣味のオカリナ演奏を披露してくださいました。
　次のページでは秀俊さんが発症した当時の心境や、
日々の暮らしぶりなどを伸代さんに語っていただいて
います。

SDGsの関連アイコンを特集ページに標記しています

変わるわたしたちと、
変わらぬ絆
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